






長期の療育を受けた腎疾患を持つ生徒は卒業時点の調査で 60%が進学,あるいは進学希望

があり,この数値は予想以上のものであった。就職は 1 割弱であった。卒後のアンケート

調査では前向きの姿勢で励んでいる一側面は把えられたが,半数以上に未だに疾病に対す

る不安を持っているものがあった。進学時に差別を感じたものは無かったのに対し,就職

時には 3 割が差別を感じていた。勤務状況はパートタイムが 2 割,超過勤務までしてるも

のが 8割の回答であった。


